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【あらまし】2013年度より完全実施となった新学習指導要領の改訂過程において「子どもたちが将来に不安を感

じたり，学校での学習に自分の将来との関係で意義を見出せずに，学習意欲が低下し，学習習慣が確立しないといっ

た状況が見られる」（中教審 2007）ことが懸念され，キャリア教育への取り組みがより一層意識されるようになっ

た。それに伴い，知識や技能の習得と，問題場面でのそれらの活用をバランスよく指導する特色を出した指導要

領となっている。本研究では，その具体的な指導法の工夫として，問題場面において意図的に「つまづき」を体

験させることにより，既存の教科学習と実際の問題解決場面を関連づけた学習の意義を知らせ，学習態度の変容

を促すことを目指した。2013年10月から４ヶ月間行ったタイの小学校における実践研究から，既存教科に対する

学習態度の向上が示唆された。

【キーワード】つまづき，指導法，カリキュラム開発，STEM教育，キャリア教育

１．キャリアにつながる学びの経験

　中央教育審議会初等中等教育分科会では，次期指導要領

改訂に向けた検討過程の中で，「我が国の子どもたちの現

状を見た場合，評価すべき点も少なくない一方で，『生き

る力』で重視している，思考力・判断力・表現力等，学習

意欲，学習習慣・生活習慣，自分への自信や自らの将来に

ついての関心，体力などに課題がある」（中教審 2007）

とした上で，「非正規雇用者が増加するといった雇用環境

の変化の一方で，18歳人口の減少に伴う『大学全入時代』

が到来する中で，子どもたちが将来に不安を感じたり，学

校での学習に自分の将来との関係で意義を見出せずに，学

習意欲が低下し，学習習慣が確立しないといった状況が見

られる」と指摘している。他方，小・中学校の児童生徒の

保護者に子育てや教育の問題点を複数回答で選択を求めた

調査（内閣府 2007）では，「『受験競争が厳しいこと』

は平成12年9月調査の55.9パーセントから22.1パーセントへ，

『子どもたちの生活が勉強に偏りがち』が，同じく34.8パー

セントから18.1パーセントへ，『学校で教えることが多す

ぎること』は22パーセントから6.1パーセントへと大きく

減少している」という結果が得られている。中教審初等中

等教育分科会では，以上のことが「自らの知識・技能を活

用して，未知の問題や課題についてねばり強く考え，表現

しようという姿勢が子どもたちに乏しいとの国際学力調査

の結果の一因にもなっている」と指摘している。

　以上のことから，現在，就職を前にした大学生が進路に

対して悩んでいることや，小中高校生が学校での学習に意

義を見いだせずに，学習意欲が低下してしまっていること

の原因のひとつとして，自分の将来のイメージと学校の勉

強がうまく結び付けられていないことにあることが示唆さ

れる。また，この現状に対して，全国の教育者，保護者が

問題意識を持っているが，具体的な対策に苦慮しているこ

とが伺える。

　そこで，課外活動によって学校の授業の必要性を認識する

ことは，授業への意欲を向上させることにつながるのではな

いかと考えた。そして，その必要性の効果的な認識のために

重要な要素が，失敗体験，つまり課題への「つまづき」を通

して，自らの経験から得た「自分の将来のために行っている

学外活動の場において，授業の必要性を感じることを通して

授業への意欲が発生した経験」であり，現在のキャリア教育

の問題を解決する手段となりうるのではないかと考えた。

２．本研究の目的

　本研究は，学習意欲の向上のみならず，キャリア教育全

般にも効果を与えることを意図している。キャリア教育とは，

「一人一人の社会的・職業的自立に向け，必要な基盤とな

る能力や態度を育てることを通して，キャリア発達を促す

教育」（中教審 2011）とされており，「生きる力」の育成

を掲げる現在の学校教育の目指すところでもあり，最近

―タイの小学校での実践を通した指導法の評価―
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学校教育場面でも耳にする機会が増えてきた。

　本研究では，現行のキャリア教育の問題点として，生徒

が自分自身の問題として将来の職業について認識しづらい

実態に着目する。特に小学生のうちは，まだ自分の将来に

ついて実感を持って考えた経験がない児童の方が圧倒的多

数であり，ともするとキャリア教育を，単なる職場体験で

あるように捉える児童が多いという現状がある。本研究では，

例えば将来の夢に根ざした授業外活動における挫折感とそ

れを乗り越えた後の知識欲求の発生の契機として「つまづき」

場面に着目している。意図的に「つまづき」場面を設定す

ることが，従来の課外活動に対して，将来の自己実現やキャ

リア形成に結びつけられる工夫のではないかと考えられる。

　本研究の目的は，教科の発展学習や，総合的な学習の時

間等の総合学習，その他の課外活動において，学習者に取っ

てより身近なテーマで，またより主体的に取り組む活動の

中で「つまづき」を経験しそれを乗り越えることを通して，

学校の授業で知識を得ることの大切さを知り，進んで知識

を得ようとする態度を育むことができることを検証するこ

とである。さらにその態度の変化が，キャリア形成に対し

て効果をもたらすかどうかについても検証する。

　本研究は，最終的には日本において学校教育に携わる教

員が，教材開発，カリキュラム開発および指導法について，

キャリア形成を促進するための工夫を検討する上で有用な

知見を提供することを目指す。

３．「つまづき」を起こさせる指導法

　本研究は，タイ国チェンマイ市内の私立小学校をフィー

ルドに，課外活動として，ロボット教育活動を行う場を利

用して実施した。2013年11月から2014年1月までの約3カ

月間，希望児童を対象に課外活動として放課後に，"STEM 

Carrier Development Course" （以下STEM-CDと略す）

と名付けたコースを開講した。LEGOブロック教材とセンサー，

コントローラ，モーターを組み合わせて身近な動くものを

いろいろと作って楽しむコースである。今回，４年生～６

年生までの6名の男子児童が申し込みをして参加したが，そ

の中で最終的にほぼ全ての回に参加した4名を実証研究の対

象とした（表２）。

　STEM-CDの活動計画は表１の通りである。最終課題では，

「センサー，コントローラ，モーターを使って日常生活に

役に立つ作品を制作する」である。表１のように活動回数

は全20回とし，前半10回をロボット教材の基礎知識を定着

させる期間，後半10回を本研究の提案する意図的に「つま

づき」を経験させる指導を行う期間と設定した。

　後半の最終課題の制作の中で，本研究で提案する指導方

法を実践した。今回の活動は，少人数の参加であることか

ら個別指導をベースとして行われたが，最終的にはより多

人数の一斉指導でも適用できる指導法となることは意識し

ながら検討を行った。

　本研究で提案する「つまづき」を経験させる指導の流れは，

おおまかには次の通りである。

①活動テーマを提示し解説をする。その上で，テーマに基

　づく基本課題を提示する。生徒一人一人に机間巡視して

　課題の進捗状況を確認。

②よりよい作品を作るためのアドバイスとて発展課題を与え，

　取り組ませる。

③課題に行き詰った生徒に解決のヒントを与え，乗り越え

　させる。

④最後に，生徒にその日行った活動と関連した算数，理科

　やその他の既存教科の内容を「STEMポイント」として

　提示する。

⑤さらに，その活動で使われている概念が社会に役立って

　いる具体例，活用方法を示した「キャリア形成ポイント」

　を生徒と共に振り返る。

　以上の指導の流れを，「車の仕組みにもとづいて改造す

ることでスピードを上げる方法を考えよう」という課題を

例に具体的に説明する。まず身の回りの動くものの一つと

して「車」をテーマとして取り上げて，見たことがあるさ

まざまな車を挙げながら特徴を捉えさせる。その上で，ま

ず各自でモーターを使って走ることができる車を作らせる(①)。

とにかく走ることができたところで「よりスピードアップ

するにはどうすればいいかな？」と，工夫して改造するこ

とを目指す課題を与える(②)。それに対して，つまづいた児

童には，理科の授業内容を思い出させてギアのサイズを変

えることをヒントとして与える(③)。つまづきを乗り越えら

れたかどうかに関わらず，この段階で「自分ができそうだ

と思っていたことが実際にはできない」というつまづき体

験を与えることがねらいである。それを乗り越えたのち，

回転数が同じでもギアのサイズが大きくなればスピードは

上がる，これは数学で習う歯車の概念と同じであると言っ

たSTEMポイントを示し(④)，その延長でタイヤが大きい車

は同じパワーならば進むのが早い，というキャリア形成ポ

イントを示す(⑤)という流れである。この④⑤のアドバイス

によって，今自分の行っている活動が社会に役立っている

活動と関連させられるようになるのではないかと推測する。

　④の「STEMポイント」は，その日の課題に関連した教

科の知識をまとめたポイントで，⑤の「キャリア形成ポイ

ント」はその日の課題で使われている考えがどのように社

会において活用されているかをまとめたポイントである。

設定した課題１つにつき１つずつ与えるものであり，どち

らも「つまづき」を発生させる課題を解決したのちに与え

るものである。

　これらのポイントを学習意欲が喚起された「つまづき」

を乗り越えた後に学ぶことにより，効果的に活動が学校の

勉強・社会で使われている概念に関係があることを強調で

きると考える。
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　　表１　STEM-CDクラスの活動スケジュールと活動

　　　　　内容（2013年11月～2014年1月）

４．意図的に「つまづき」を体験させる課題

　本研究では，最終発表を行う最終課題および②で提示す

る発展課題が生徒の興味関心に根差したものであることによっ

て，生徒の効果的なSTEMポイント，キャリア形成ポイン

トの受容をうながす事が出来ると考えている。

　そのためには，生徒個人の興味関心の調査を行うことが

不可欠である。このための調査方法として，インタビュー

調査を行った。インタビュー調査は児童の個人の興味関心

についての項目を児童自身に尋ねることで最終課題の大ま

かな方向性を決める目的で実施した。質問紙調査ではなく

インタビューを行った理由は，児童は英語能力にばらつき

があり，自由記述による質問紙調査を行ってしまうと生徒

の本心が得られない場合があることが懸念されたためである。

実際に得られた回答は表２の通りである

表２　インタビュー調査の回答（部分）

表２の結果の通り，最終課題で作りたいものがはっきりと

決まっていない生徒がほとんどであったため，最終課題に

ついてのサポートを行う必要があることが判明した。サポー

トの内容として，インタビュー調査で得られた将来の夢と

一番好きな事を最終課題のヒントとして与えることを行った。

これにより，キャリア形成ポイントの提示をしやすくし，

かつ生徒の興味関心を損なわない最終課題を設定すること

が出来た。

５．結果と考察

　本研究の「つまづき」を起こさせる指導法を通して，以

下のような結果が得られた。評価に用いた基準は，質問紙

調査，各回の授業記録の検証，最終発表のパフォーマンス

評価の３つである。

　まず，学習意欲向上についての調査であるが，この調査

には質問紙調査と各回の活動記録の検証を用いた。質問紙

調査は全３回，活動前，活動中期，活動後に実施し，自分

にどれくらい当てはまっているかを５段階で評価してもら

う形式をとった。

　今回は質問紙調査(1)～(3)を用いて，活動前と活動後で比

較を行った。結果が表３である。

表３ 授業に対する意欲を測る調査項目の回答の比較

質問紙調査(1) 質問紙調査(3)



－98－

個に応じた課題設定により効果的に学習意欲を喚起できる
「つまづき」を起こさせる指導法にもとづく新しいキャリア教育の提案

　表３の結果のうち，「算数の時間先生によく質問をする」

という項目以外，全体的に授業への意欲を測る質問内容に

は質問紙調査(1)よりも(3)の方が高い数値を見せた。特に，

「算数・理科の時間，いつも『もっと知りたい』と思って

いる」という直接的な意欲を測る設問に対する回答状況が

全員高い数値を示したこと，「いつも宿題を忘れてしまう」

という項目が明らかな減少を見せたことから，授業に対す

る意欲，態度に何らかの変化があったと考えられる。

　続いて，活動内容が授業への意欲向上につながっている

かという内容を測るため，「つまづき」を起こさせる課題

の効果を測る項目を見ていく。表３で得られた結果だけでは，

本活動が授業への意欲向上につながったという直接的な理

由づけが不十分なためである。表４にある設問項目は質問

紙調査(3)において設けたものであり，

　レベル１　「つまづき」を解決することの意義に自分なり

　　　　　に気付けているか

　レベル２　「つまづき」を解決することで知識を増やすこ

　　　　　とが出来るという考えに気付けているか

　レベル３　そこから発展して，学校の授業を前向きに受

　　　　　けることの大切さに気付けているか，

という三段階で評価した実際に得られた回答結果の一覧が

表４である。

表４ 課題の効果を測る項目の回答一覧

　表４から，O君とB君は「つまづき」を感じることにそれ

ほど抵抗を感じておらず，その経験から学校の勉強をがん

ばることの必要性を強く感じ取ることが出来ている，レベ

ル３の段階にあると考える。T君に関しては，学校の勉強の

必要性にまでは強く気づくことは出来ていないが，五段階

評価で回答すべき所に6と記述したように，間違うことでさ

らに知識を増やそうという姿勢を育成できるという考えは持っ

ているようであり，レベル２の段階だと考えられる。P君は，

学校の勉強を頑張らなければいけないと考えている点では

レベル３の段階にあるが，授業以外にも様々な知識を増や

すことの必要性には気が付けていないようである。

　T君とP君の回答の違いは，STEMポイントとキャリア形

成ポイントのどちらにより積極的な受容が見られたかとい

うことに関連していると考えられる。T君は学校の勉強と関

連したSTEMポイントよりも，様々な知識を得る必要性を

示唆したキャリア形成ポイントにより積極的な受容が見ら

れたため，このような回答となったのだと考えられる。P君

はT君とはまったく正反対で，STEMポイントの受容が強かっ

たと考えられ，O君とP君に関しては両方への受容が見られ

たための回答結果であったと推測する。

　以上の結果から，授業に対する意欲は全体的に向上して

いる傾向が見られたが，児童によっては授業以外の知識の

重要性をより強く感じる児童もいたという結果が見られた。

　次に，各回の活動のどの部分が学習意欲の向上につながっ

ているかという観点での検証をしていく。前項での検証の

結果，各回のSTEMポイントとキャリア形成ポイントの提

示と関係があるのではないかという仮説が立てられたため，

まずは各回の授業記録にSTEMポイントとキャリア形成ポ

イントの提示前と提示後で意欲の違いに関する記述があっ

たかどうかという観点でポイントの受容態度を積極・消極・

不明の３つに分類する作業を行った。その結果が表５である。
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　　表５　STEMポイント(STEM)とキャリア形成ポイ

　　　　　ント(Ca)の受容態度

　表５の結果から，前項でSTEMポイントによる影響が大

きいと考えられたP君は個人的に見てもキャリア形成ポイン

トよりSTEMポイントの受容が積極的であり，全体の中で

もB君と並んで最も積極的であったと言える。またT君に関

しても同様に個人，全体ともにキャリア形成ポイントを最

も積極的に受容していたということが出来る。この結果から，

P君とT君に関してはこちらから提示した課題とSTEMポイ

ント・キャリア形成ポイントにおいて意欲の向上が見られ

たと言える。また，B君に関しても，第１回の活動以降

STEMポイント，キャリア形成ポイントに一貫して積極的

な受容が見られることから，同じくこちらから提示した課

題とSTEMポイント・キャリア形成ポイントにおいて意欲

の向上が見られたと言える。

　 O君に関しては，STEMポイントおよびキャリア形成ポ

イントの提示において消極的な姿勢は見られなかったものの，

積極的な姿勢が見られない回も目立った。これは，活動記

録によると，彼が課題解決に時間を必要とするタイプであり，

活動に対する強い集中が見られた回にはSTEMポイント・キャ

リア形成ポイントに対する積極的な受容態度を表さないと

いう事情によるものと考えられ，STEMポイント・キャリ

ア形成ポイントの提示によって意欲が減少されたわけでは

ないと考えられる。

　以上の結果から，各回の「つまづき」を発生させる課題

提示による意欲の増加は，全ての児童に見られるわけでは

ないものの，おおむね全ての生徒において見られるという

結果が得られた。

　続いて，本研究のキャリア教育に与える影響について検

証する。まず，将来の夢の自由記述欄の検証である。本質

問紙調査は五段階評価で自分にどれほど当てはまるかを回

答してもらう形式をとっているのは既に述べた通りであるが，

例外として「将来の夢が具体的に決まっていれば，書いて

下さい」という自由記述的な設問を設けた。この設問は質

問紙調査(2)と(3)で行った。その結果，次のように質問紙調

査(2)と(3)調査の間で変化した。矢印左側が質問紙調査(2)，

右側が(3)の調査結果である。

　　P君：未回答→プログラマー                     

　　O君：未回答→パイロット

　　B君：警察官→アーティスト

　　T君：宇宙飛行士→宇宙飛行士

　

　質問紙調査(2)に行った調査では4人中2人が回答し，2人

が未回答という形だったが，活動後の調査では4人中4人が

具体的な職業名を挙げて回答するという結果が得られた。

　次に，自由記述以外のキャリア形成に関する設問の比較

である。本検証は，活動とキャリア形成の関連付けが回答

に現れているかを検証することを目的として行うものである。

表６が，キャリア形成に関する設問の一覧とその結果である。

表６　キャリア形成に関する設問の一覧

質問紙調査(2) 質問紙調査(3)

設　問 P君 T君 O君 B君 P君 T君 O君 B君

1

3

3

4

3

4

5

４

3

5

4

5

3

3

3

３

4

4

1

4

5

5

3

４

4

5

5

4

4

4

4

４

5

4

4

5

5

5

5

５

4

5

5

5

2

5

5

４

4

5

4

5

5

5

5

５

5

5

5

4

4

4

4

４

今から将来

の夢を考え

る必要があ

ると思う

将来の仕事

に つ い て

はっきりと

イメ―ジ出

来る

活動を通し

て，将来の

夢について

考えられる

ようになっ

た

将来の夢の

ためにこの

活動をして

いると思う

将来の夢の

ために学校

で勉強して

いると思う

将来の夢の

ために努力

をしている

ことがある

ブロックを

使ったもの

づくりは将

来に役に立

つ

プログラミ

ングの勉強

は将来に役

に立つ
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表６の通り，「将来の夢のために学校で勉強していると思う」

という設問に対するT君の回答以外は，第２回に比べて第

３回の回答が高い数値を示すという結果が得られた。T君

に関しては，表５・表６の検証の際にも回答が出た通り，

学校の勉強と将来の夢に強い関連付けを得られていないと

いう結果が出たと考えられる。その他の児童に関しては，

将来の夢へのイメージをはっきりと持つこと，本活動と将

来の夢との関連付けが出来ていることが検証の結果明らか

となった。

　次に，各回の活動の様子から個人別のキャリア形成過程

を分析した結果を示す。

児童P：

　表６を見ると，キャリア形成ポイントの受容が前半２回

　が消極的であったのに対し，後半２回に積極的な受容が

　見られた。第５章の表３によると，前半２回で提示した

　具体的な職業がエンジニア，後半２回がプログラマーで

　あり，P君が将来の夢として記述した職業がプログラマー

　であった。この結果から，後半のキャリア形成ポイント

　の積極的な受容は，P君のキャリア形成に何らかの影響を

　及ぼしたことに起因するものであると考えられる。

児童O：

　表６を見ると，前半２回と課題４のキャリア形成ポイン

　トの受容が積極的であった。授業記録によると，特に課

　題４のキャリア形成ポイントの受容が強かった事が伺える。

　実際に回答した将来の夢はキャリア形成ポイントとは違っ

　たものであったが，様々な工夫を最終課題に盛り込んだ

　こと，キャリア形成ポイントに関する質問が活動後半か

　ら増えたという授業記録から，課題４のキャリア形成ポ

　イントを中心に知識欲求の喚起が起きたものと思われる。

児童B：

　初回のSTEMポイントの受容態度以外はすべての回で課

　題による意欲向上が見られた。B君は将来の夢を警察官か

　らアーティストに変更しており，第５章の第６回の記述

　にもあるとおり，キャリア形成ポイントで提示した芸術

　に関連する職種について興味を喚起されたものと考えら

　れる。

児童T：

　キャリア形成ポイントに関しては一貫して積極的な姿勢

　を見せており，将来の夢も変わらず宇宙飛行士であった。

　以上の結果から，将来の夢が決まっていなかった児童Pに

は活動内のキャリア形成ポイントによって将来の夢をイメー

ジさせることができ，児童Bにもキャリア形成ポイントによっ

て新たな将来の夢を抱かせる事ができるという結果となった。

同じく将来の夢が決まっていなかった児童Oには活動を通

して将来の夢を自発的に考えるきっかけを与える事が出来

たものと考えられる。児童Tは活動によってさらに自分の夢

をはっきりとイメージさせるきっかけを与えられた可能性

はあるが，その過程については活動記録からは読み取るこ

とができなかった。

　最後に，最終発表の結果からキャリア形成についての変

容を分析する。表７は，最終発表の内容をルーブリックによっ

て評価した結果である。ルーブリックでは，５つの観点か

らS・A・B・Cの四段階で評価を行った。

表７ ルーブリックによる評価の一覧

　以下，各児童の最終発表に対する評価の詳細と，それに

もとづくキャリア形成の観点からの変容について分析した

結果である。

児童P：

　〈最終発表の評価の根拠〉基本的に車の形は例示したも

　のとそれほど変わらないが，光センサー・音センサーを

　使うことにより「巨人につぶされそうになったら逃げる」

　「大きな音がしたら逃げる」というストーリーと関連付

　けられている点が高い評価となった。一方で，発表を恥

　ずかしがってしまい自分一人で発表出来なかったことが，

　低い評価の原因となった。当初興味を示していたブロッ

　クではなく，最終的にセンサーで独自性を出せるまで理

　解を深めている点が本研究にとって興味深い結果となった。

　〈キャリア形成の観点〉センサーを生かしたプログラミ

　ングで他の子には無い独自性を出しており，将来の夢で

　プログラマーと答えたことから，

　活動を通してプログラミングに興味を持ち，将来の夢を

プログラマーに決定したと考えられる。

児童O：

　〈最終発表の評価の根拠〉ワニのロボットは例示したも

　のだが，それに歩行機能とプログラミングによる歌を歌

　う機能，ブロックによる形の追加など様々な視点からの

　工夫が見られた。彼はもともと英語が苦手なようであま

　り口を開くことは無かったが，最終課題の制作が始まる

　と誰よりも多くの質問をし誰よりも多くの思考錯誤を繰

　り返していた。意欲が結果につながったという点での全

　体的な高評価となった

　〈キャリア形成の観点〉様々な種類の工夫をしたものの，

　将来の夢との関連性は薄い作品となってしまった。しかし，

　最も好きな事と習い事であるピアノを生かした課題を作っ

　たことから，「自分の一番好きな事もしくは将来の夢か

　ら最終課題を考えよう」という声掛けを活かしたと考え
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られる。

児童B：

　〈最終発表の評価の根拠〉彼は活動後半から欠席が多くなっ

　ていたが，最終的に項目別の高評価と低評価の差が最も

　大きく現れた。高評価の原因は，スクラッチアニメーショ

　ンに起承転結をつけ，最終的にジョークで終わらせる四

　コマ漫画のような発想が見られた事である。対して低評

　価の原因は，このスクラッチアニメーションに時間をか

　けすぎた結果，センサーとロボットにほとんど工夫が無

　く終わってしまった。もっと時間があればその柔軟な発

　想からさらに予想の出来ない作品が生まれたかも知れな

　いと思うと残念であるが，回数的なハンデを独自の手法

　で乗り越えた点は評価に値すると感じる。

　〈キャリア形成の観点〉最終発表でアニメーションの分

　野で独創性を表しており，将来の夢が警察官からアーティ

　ストに変わったことは「自分の一番好きな事もしくは将

　来の夢から最終課題を考えよう」という声掛けに呼応し

　たものと考えられる。一番好きなことを歌と回答しており，

　スクラッチアニメーションの中に歌を録音して取り入れ

　るなど，他の児童とは違った分野での工夫が見られたた

　めである。

児童T：

　〈最終発表の評価の根拠〉彼は一貫してプログラミング

　にのみ力を注いでおり，音センサーを使うことも当初は渋っ

　ていた。それほど自分の作品に明確なビジョンがあり，

　水を差されることに抵抗を示したのであろう。しかし，

　活動の中で態度に変化が生まれ，センサーとプログラミ

　ングを巧みに連携させた作品を制作した点が評価の対象

　となった。

　〈キャリア形成の観点〉最終発表の中で，「宇宙飛行士

　になるには英語が出来ないといけないので，今回は英語

　を頑張った」という内容の発表を行ってくれた。この宇

　宙飛行士と英語の関連は，「つまづき」を与える中で何

　度か触れた概念であるが，その内容を最後の発表に持っ

　てきてくるほど意識させられていた点で，キャリア形成

　に効果があったと考えられる。

以上のように，最終発表から見たキャリア形成の効果は顕

著に表れた児童とそうでない児童が分かれる結果になって

しまった。児童は「つまづき」を与える指導法により，本

活動における意欲を喚起され，自ら「つまづき」に対して

積極的に向かっていき新たな知識を得ようとする前向きな

姿勢を示した事が実施した様々な調査により明らかになった。

その結果は実際の授業における姿勢，特に理科についての

意欲を向上させたが，算数における意欲は調査によってそ

の向上をはっきりと読み取ることが出来なかった。

　また，キャリア教育の効果についての調査については，

質問紙調査ではキャリア形成が読み取れたが，活動記録と

最終発表の分析からは児童全員のキャリア形成をはっきり

と読み取ることが出来なかった。

６．まとめと今後の課題

　本研究において新たに提案した「つまづき」を与える指

導法には，実践の結果，生徒の意欲を喚起し，キャリア形

成につながる効果が存在することが示唆された。実践結果

から効果が得られたと考えられるのが，「キャリア形成ポ

イント」である。このポイントを設けることにより，より

知識の拡大に対する生徒の興味は深められ，強い学習意欲

につながった。そうして生じた学習意欲は個人指導におけ

るアドバイスや声掛けにより深く耳を傾ける姿勢を育成す

ることとなり，結果としてキャリア形成につながる働きか

けも生徒の心に定着することとなったと考えられる。

　また，本研究の形式である「少人数教育・個人指導」も

効果を生んだ一因だと考える。生徒は活動当初と活動後で

は全く違った態度を筆者に対してとるようになった。他の

STEM教育のコースの児童と比べても，圧倒的にSTEM-CD

の児童が指導者との距離が近かったのである。個人指導の

中で，活動とは一見関係のない自分の将来について共に真

剣に考えてくれる指導者の存在は，生徒にとって少なから

ず意欲を高める原因となったのであろう。参加した児童は

日頃50人弱のクラス編成で授業を受けており，先生との距

離が近い学習の経験があまり無かったであろうことも影響

しているだろう。結果として，この研究を行うのに最適な

環境であったと考えられる。

　課題として，今回は最終発表で使う教材を3種類の中から

自由に選べるようにし，それに従って初期のつまづきを形

成したが，これが果たして適切だったかという点での再検

討が必要と言うことが挙げられるだろう。その課題への自

由度が最終発表の分析から見た児童のキャリア形成の度合

いに差を作ってしまったことは前述の通りだが，一方で，

最終発表で使う教材をこちらから指定した場合どのような

効果が得られるのかについては検証する必要があると考える。

また，今回は指導全10回の中だけで研究を行ったが，授業

回数をさらに増やしたときさらに独自性を追求した活動の

発展が見られ，キャリア教育の面でも違った結果が得られ

る可能性は十分に考えられ，継続的な実践を通した検証が

必要であると感じた。

Abstract 

In the latest national curriculum in Japan, This paper 

shows new instruction method for increasing 

student's attitude toward learning usual subjects in 

school curriculum. Important characteristic of this 

new method is that it aims to give experience of 

failure during problem solving. Practical research in 

Thai elementary school from Oct 2013 to Jan 2014 

showed the slight effect of increasing student's 

attitude toward learning usual subjects in school 

curriculum such as Math and Science.
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図１　STEM-CDコースにおける活動中の個別指導の様子

図２　STEM-CDコースにおいて各自が自分の作品をつく

りあげようとしている様子　　　　　　　　
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